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1．はじめに
　李光株（1892　一　1950）の長編『無情J（19ユ7
年）は朝鮮近代文学で最初の長編小説とされる
作品である。筆者は以前おこなった研究で、李
光沫が『無情』を書くにいたるまでの生活と思
想の変遷をたどった。日露戦争がおわる1905年
に日本に留学した李光沫は、東京の明治学院普
通部で中学時代を過ごしている時、文学に目を
開いて創作を始めた。19ユ0年に卒業して故郷の
五山学校の教師となったが1915年に再度留学し、
早稲田大学在学中に「無情』を書いたのである。
筆者はこれらの時期に関していくつかの論文を
書いたあとユ、しばらく季光沫研究から離れて
いた。だが最近、文部科学省からの補助を得て、
日本と韓国の研究者による共同研究を始めたこ
とを契機に、李光沫研究を再開した。本研究は
その一環である2。
　この十年のあいだに新しい資料が発見され、
また李光沫の周囲にいた入物の全集が出てい
るので3、それらの助けを借りて、李光沫およ
び彼とかかわりのある2人の女性一のちに李
光沫と結婚した許英粛（1897－1975＞と韓国
で最初の女性西洋画家になった羅慧錫（1896
－1948）一の留学時代の年表を作成し、文末
に提示した。3つの年表をつきあわせ、李光沫
がこの時期に書いたいくつかの作品の内容との
関連性を考えながら、このころ李光沫の内面に
何が起きていたかをさぐってみたい。なお、朝
鮮語からの引用文はすべて筆者の訳である。
2．朝鮮語メディア
　1910年の日韓併合の前に李光沫が朝鮮語で作
品を発表したメディアは、朝鮮国内では雀南善
が出していた『少年』誌、東京では留学生の団
体大韓興学会の機関誌『大韓興学報』の2つで
ある。李光沫は五山学校の教師になったのちも
創作をつづけたが、8月の併合によって朝鮮語
メディアは消滅し、彼の創作活動も中断した。
その後、学校教育と故郷の農村の啓蒙活動に専
心していた彼は、しだいにその生活に行き詰ま
りを感じるようになり、1913年の末にはついに
大陸放浪の旅に出る。そして、第1次世界大戦
勃発を契機にいったん朝鮮に戻ってきたものの、
翌年の1915年にはふたたび東京に留学する。
　日韓併合後の朝鮮では、最初のころ朝鮮語メ
ディアは総督府の新聞『毎日申報』しかなかっ
た。しかし1914年に、2つの重要なメディアが
誕生する。4月に留学生団体「学友会」が東京
で創刊した『學之光』と、ユO月に崔南善がソウ
ルで創刊した文学雑誌『青春』である。李光沫
の大学時代の創作活動はこの3つのメディアを
舞台に行なわれることになる。
　1914年夏、第1次世界大戦の勃発を契機に朝
鮮に戻ってきた李光沫は、12月の『青春』第3
号に紀行文「上海にて」を発表することで、執
筆活動を再開した。年表にあるように、この第
3号のあと、第4号、第6号にも李光沫の作品
は『青春』に掲載されているので、現在は発見
されていない第5号にも彼の作品が掲載されて
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いる可能性は大きいe1915年3月に第6号を出
したあと『青春』誌は停刊となり（1917年5月
に再刊される〉、李光沫の発表舞台は『學之光』
にうつる。
　留学直前の5月、李光沫は『學之光』第5号
に初めて「共和国の滅亡」という論説を投稿し
た。この時期の『學之光』には、わかち書きを
まったくしていない論説や純漢文の論説が多か
ったが、「共和国の滅亡」はほぼ完壁なわかち
書きで書かれており、それによって生じた空白
部分の多さが読者の目をひきつける。興昧深い
のは、李光沫式のわかち書きのスタイルが、号
を重ねるにしたがって、他の執筆者にも影響を
与えていくように見えることである。若者たち
のオピニオンリーダであったこの時期の李光沫
は、あるいは文章スタイルの面でもリード役を
務めていたのではないかと想像される。
3．『學之光』第8号
　19ユ5年9月に早稲田大学高等予科に入学した
李光沫は、12月に有志とともに「朝鮮学会」を
設立し、翌年1月29日には第1回研究会で農村
問題に関する発表を行なった㌔おそらくこの
ときに発表した内容が、　『學之光』第8号
（1916年3月発行）に載っている「龍洞（農村
問題研究に関する実例）」ではないかと推測さ
れる。著者は、目次では白衣（望昊）、本文で
は帝釈山人となっている。しかし「龍洞」は李
光沫が五山学校での教師時代に啓蒙活動をおこ
なっていた村の名前であり、末尾に記された執
筆日（ユ916，1，24）が研究会の5日前であるこ
とも、この推測を傍証する。「龍洞」は、五山
学校校主李昇薫の出身村である龍洞で李光沫が
おこなった農民啓蒙活動の記録であり、この年
の11月から翌年の2月まで、『毎日申報』に連
載された啓蒙論説「農村啓発」は、この記録を
土台にしてフィクションの要素をおりこんだも
のだと思われる。
　ところで、この『學之光』第8号は韓国には
原本が存在していなかったものを、早稲田大学
教授の布袋敏博氏が2002年に米国ワシントンの
議会図書館（Library　of　Congress）で発見した
ものである。5『學之光』第8号には李光沫の
作品がいくつか掲載されており、おかげで筆者
はいくつかの重要な発見をすることができた。
　1つ目は、いま述べたように、「農村啓発」
には土台となった記録「龍洞」があったことで
ある。2つ目は、1917年に『青春』誌に3回に
わたって連載された李光沫の書簡体小説r幼き
友に」sと同じタイトルをもつ詩の存在である。
書簡体小説「幼き友に」は、タイトルを「若い
夢」と変えて1926年刊行の単行本『若い夢』に
収められているが7、その序文で李光沫は、こ
れを書いたのは1914年、大陸放浪から帰って五
山にいるときであると明言しているS。後述す
るように、内容から見てこの書簡体小説は1917
年に書かれたと推測されるにもかかわらず、著
者がこのように書いているために、研究上、混
乱が生じていた9。だが同じタイトルを持つ詩
が存在することがわかったことで、李光沫が小
説と詩とを混同して記憶してしまったのではな
いかという推測が可能になった。
　3つ目は、羅慧錫と李光沫の関係を推測させ
る「クリスマスの夜」という短編の存在である。
「クリスマスの夜」の筆者は「ン『暑」となって
いるが、内容から見て李光沫であることはまず
間違いない。小説の主人公は、東京に二度目の
留学中の金京華である。京華がクリスマスの晩
に見たピアノ演奏者は、最初の留学時に愛した
女性0嬢だった。既婚者であるという理由で0
嬢の兄の反対を受けて絶望した京華は自殺未遂
をして帰国し、さまざまな経験をへたのちにふ
たたび留学してきたのだった。0嬢を見たあと、
京華はこれまでのことを回想して物思いにしず
む。
　「既婚者であるゆえに受ける兄の反対」とい
うモチーフは、李光沫の長編『彼の自叙伝』
（1936年）や先述の書簡体小説「幼き友に」に
も見られる。とりわけ「幼き友に」と「クリス
マスの夜」ではこのモチーフのほかにも、主人
公とヒロインが初めて会う場所（寄宿舎の応接
室／○○女学校応接室）、その時のヒロインが
横わけでおさげを垂らしていること、口癖のよ
うに何度も発する「お忙しいのに」という言葉、
主人公が失恋のあとに企図したのが鉄道自殺で
あること（これは明治学院時代に李光沫が書い
た最初の日本語小説「愛か」とも共通する）な
どが共通しており、「クリスマスの夜」の0嬢
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と「幼き友に」の金一蓮のイメージは非常に似
通っている。
　金一蓮に羅慧錫の面影があることは以前から
指摘されており、二人の間に恋愛関係があった
という推測もなされている1°。しかし資料年表
を見れば明らかなように、李光沫が最初の留学
時代に羅慧錫と出会うのは無理である。また、
李光沫が東京に来たのは全集年譜によれば1915
年5月だが、このとき羅惹錫は朝鮮におり、11
月には東京女子美術学校に復学したものの、直
後に父を失い、また恋人が病気で帰国するなど、
非常にあわただしい生活を送っている。彼らの
出会いはこのユ915年の末ころではないかと推測
されるが、李光沫が羅慧錫と実際に恋愛関係に
なり、別れてから「クリスマスの夜」を書いた
という推測は時間的に見て難しい。おそらく李
光沫は彼女に強い印象を受けるか、魅了された
が、このときには恋愛関係にはいたらず、それ
にもかかわらず兄の羅景錫から何か言われてシ
ョックを受けたのではないだろうか。そして、
そのイメージを膨らませて「クリスマスの夜」
を書いたのだと想像される。
　羅惹錫は、　『無情』の登場人物である東京留
学生ピョンウクと不思議なほど共通点が多い。
ともに芸術を專攻しており（羅慧錫は女子美術
学校西洋画科／ピョンウクは東京の音楽学校）
理解ある兄（羅景錫／ピョングク）と留学生で
ある恋人（慶応大学留学生・崔承九／貧しい留
学生で名は不明）、そして結婚を強要する父が
いることなどである。そのうえ羅慧錫が1918年』
に発表した小説「キョンヒ」の主人公キョンヒ
の人間像は、家事を合理的に楽しみながら行な
う『無情』のピョンウクのすがたを髪髭とさせ
る。李光沫と羅慧錫の問に何らかの関係があっ
たことは間違いなレ㌔「クリスマスの夜」の発
表時は恋愛関係になかったとしても、この小説
をきっかけとして、二人はこの後かなり親しい
聞柄になったのではないだろうか。
4．許英粛との出会い
　1916年9月、李光沫は高等予科を卒業して早
稲田大学文学部哲学科に入学した。そして、こ
のころから『毎日申報』に論説を掲載するよう
になり、翌年1月には長編『無情』の連載をは
じめる。彼自身の回想によれば、『無情』を書
き始めたのは1916年の末である。新聞社から依
頼をうけた彼は、書きためてあった原稿の中か
ら「英采」に関する部分を取り出して休み中に
約70回分（全ユ26回）を書いて送ったという。
　筆者は以前に書いた論文で、主人公のヒョン
シクが京城学校を辞めて根を失ったような喪失
感を味わい、山に入って僧侶になりたいと夢想
している場面（72・73節）を取りあげて、これ
はこの時期の李光沫自身の内面であると指摘し
た］1。同じころに書かれたと推測される3つの
短編「P光浩」（執筆1917年1月11日〉「少年の
悲哀」（同1917年1月10日）「彷復」（同1917年
1月ユ7日）には、このときの彼が精神的に危機
的な状態にあったことを思わせる深い孤独感が
あらわれている12。　『無情』の前半で英采の悲
しい物語を書きながら、李光沫は自分の辛かっ
た幼年時代と少年時代を思い出し、孤独感と闘
いながらこれからどうやって生きていけばいい
のかを模索していたのだと思われる。見逃して
ならないのは、この時期、彼の体が結核に蝕ま
れていたことである。当時、孤独な留学生がこ
の病気にかかることはほとんど死を意味してい
た13e
　ところが、25歳の誕生日を迎えた2月22日に
書いた「二十五年を振り返って愛しい妹へ」を
読むと、彼はこの孤独感を克服したかに見える。
　「序幕は失敗だった。（中略）しかしこのさ
き中幕と大團圓が残っているので、まだ彼ら（観
客一引用者）を満足させる機会は十分ある。僕
はいま楽屋にいて、心をこめて扮装をしている
ところだ。僕の口には希望の微笑がある」14
　そして彼は、自分に四葉のクローバー（四葉
模）を送ってくれた遠く離れた妹に「熱い愛」
を送るのである。
　同じころ、『無情jの内部でも新しい動きが
起きている。虚脱感におちいっていた『無情』
の主人公ヒョンシクはソニョンと婚約して「近
代的恋愛」を開始し、英采もピョンウクと出会
ってあらたな人生を生きはじめる。そして最後
に、ヒョンシクは三浪津で民族の指導者として
の使命を自覚して、自らの身分上昇を正当化す
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るのである。
　筆者は先の論文のなかで、作品内部の変化と
李光沫のこの「再起」とを結びつけ、この時期
の季光沫は來窟で新しい生活を始める決意をも
ったのだろうと推測した。だが、そのころは羅
慧錫の全集も出ておらず、『學之光」第8号も
未発見であったため、それが具体的にはどうい
うものであるかは推測できなかった。今回、李
光沫と羅慧錫と許英粛3入のこの時期の年表を
作成し、「クリスマスの夜」「二十五年を振り返
って愛しい妹へ」「幼き友にj、および『彼の自
叙伝Ai5に見られる「既婚者であるゆえに受け
る兄の反舛」モチーフの部分を読み比べてみる
と、李光沫に「再起」の力を与えたものが何で
あるか、おぼろげながら推測された。
　先に見たように、李光沫は羅慧錫とは1915年
末ころに知り合っているが、許英粛との出会い
は撫情』を執箪中の1917年初めころであった。
のちに朝鮮で最初の女医となる許英粛はこのこ
ろ東京女子医学専門学校学生で、肺結核の治療
のために病院に来た李光沫と出会って同情し、
治療薬を届けてやったという16。撫情」の連
載を終えてから『毎日申報」に連載する『五道
踏破旅行毒のために朝鮮にもどるとき、李光沫
は許英粛に健康上の相談をし、彼女は恩師に診
察してもらって旅行可能という返事を出した。
ところが旅の途中で李光沫が倒れたことを新聞
記事で知ってひどく心配し、そこから同情が愛
へと変わっていったようである1㌔李光沫にと
って許英粛は、「近代豹恋愛」の対象であるだ
けではなく、現実に病気といっしょに戦ってく
れる同志でもあった。こうして許英粛は李光沫
のあらたな生の契機となったのである。
　この款．羅薫錫と許英齋は雑誌『女子界』で
とも1二綴集員となって活動し、李光沫は賛助と
して参穣している。3人のこのような関係を視
野に入れて「幼き友に」を読み直すと，これま
で晃えて雛なかったある開係が晃えてくる。こ
の猴轟では、主九公が「幼き友に向かウて「あ
なた」と嘩びか昇ながら．金一蓮との再会を語
るが．鍛窃ははっき｛fしなかった「あなた」の
姿は、後学1二進むにっれてしだいにはっきりと
輩てくる。
　「ここはおそらく黄海のようです。ここから
まっすぐ北に飛んでいけば、あなたがいらっし
ゃる故郷なのでしょう」（『青春jlO号p．26）
「こんななかでも脳裏から離れないのは恋人の
ことで、あなたと一蓬への思いは心中に雑念が
なくなればなくなるほど、いよいよ鮮明で切実
なものとなるのです」（同p．27）
「この波に彼らの手をとって蓮遥したならば」
（同）
「なにゆえに私は生まれ、なにゆえに金一蓮は
生まれ、なにゆえにあなたは生まれたのでしょ
う。そして私はなんのために小白山脈を走り、
あなたはなんのために漢江のほとりにとどまっ
ているのでしょうか」（『青春』1ユ号p．　137）
　金一蓮と「あなた」のあいだをさまよう主人
公は、おそらくは李光沫自身であったのだろう。
許英粛と出会った李光沫は、故郷の五山で夢見
ていた「近代的恋愛」をついに実践することに
なり、彼女たちとの交際がかもしだす緊張感の
なかで、このあと『開拓者』を執筆することに
なったのだと想像される。
4．おわりに
　筆者は2007年12月にソウル大学で行なわれた
大学院生国際交換プログラム（The
工nternational　Exchange　Program　fer　Graduate
Students　in　Korean　Literature）の講師に招か
れて韓国語で発表をおこなった。本稿はその発
表要旨を日本語に直して、大幅に修正したもの
である。なお、発表要旨はそのままの形で韓国
の文学雑誌『文学思想』2008年1月号に掲載さ
れている。
　当日、筆者の発表の討論者は延世大学のキム
・ヒョンジュ氏だった。氏の質問は李光沫の「再
起」のきっかけとなったのは、「クリスマスの
夜」にある「新しい恋人」＝「ペダル（倍達：
檀君神讃に出てくる国の名前で朝鮮民族の象徴
一引用者）ではないかというものであった。再
度の留学をしているとき、李光沫は総督府の機
闘紙『毎日申報』に啓蒙論説を発表する言論活
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動によって、以前とは違った形で民族に奉仕す
る可能性を見出した、それがペダル＝朝鮮民族
という「新しい恋人」であり、彼の「再起」の
原動力ではなかったかという趣旨である。
　じつは筆者は、これと同じ趣旨の質問を、
2007年ll月17日に新潟で開催した科研共同研究
の新潟プレシンポジウムで、研究協力者である
延世大学の金栄敏教授から受けていた。キム・
ヒョンジュ氏は質問の前置きで金栄敏教授の意
見でもあると断っておられるので、筆者は2度
同じ質問を受けたことになる。ユ度目の質問を
受けたとき、はっきりと答えられず、あとで調
べようと思いながら怠慢のために後回しにして
いるうちに、また同じ質問を受けてしまった。
恥ずかしいかぎりである。この場を借りて、「ク
リスマスの夜」のテキストに沿いながら答えた
いと思う。
　李光沫は「クリスマスの夜」の中に、過去に
おきたさまざまな経験（あるいは過去におこな
った想像）をもりこんでいる。既婚でありなが
ら0嬢に手紙を送ったことで0嬢の兄の糾弾を
受けたという部分は、最近会った羅葱錫がモデ
ルであるが、渋谷の鉄道線路に横たわるのは「愛
か」にも出てくるエピソードであり、最初の留
学時代が下敷きにされている。このあと学校を
やめて帰国したあとしばらくは酒に狂って人の
笑いものになったという部分は、申学卒業後に
五山学校に赴任した直後の李光沫のすがたで
ある。そのころの自分はバイロンを任じて連日
長酔していたと「金鏡」で李光沫は回想してい
るls。
　だが李光沫は、数ヶ月でこのような生活に終
止符を打ち、彼は五山で民族のために奉仕する
というあらたな生きがいを見出して、五山学校
と龍洞で自己犠牲的なまでの生活を送る。そし
て、やがてその生活に疲れはてて大陸放浪に出
るのである。
　「そのとき万一新しい恋人に会わなかったな
らば、永遠に酒狂いになってしまったことだろ
う。だが私は幸か不幸か一人の新しい恋入に出
会った。それは誰か。ペダルであった。私はこ
の新しい恋人のために献身することを決心し
た」（「クリスマスの夜」一傍点引用者）
　これは、中学を卒業して五山に赴任した李光
沫が、朝鮮と東京のギャップに苦しんでしばら
く自暴自棄の生活を送ったあとで、民族奉仕と
いうあらたな目的を見出した経験のことを語っ
たものだと思われる。そして、
　「それも長く続かず、その恋人も死んでしま
った。私は恋人の墓をかきいだいて私の不幸を
働笑し、しかたなく東西八方へと漂浪しはじめ
た」（同上）
という部分は、教員生活に行き詰まりを感じて
大陸放浪に出たことを意味し、
　「そして生きていくあいだ関心をもてる何か
求めて、ふたたび東京に出てきたのだ」（同上）
というのは、大陸放浪から一一度は五山にもどっ
たものの、結局はふたたび東京に留学してきた
彼自身の軌跡を語っているのである。こうして
李光沫は「クリスマスの夜」の中に、主人公の
回想として、自分自身の過去を時間の順序にそ
って織り込んだのである。
　以上で見たように、「クリスマスの夜」で語
られている「新しい恋人」とは、工9ユ6年の東京
ではなくユ910年の五山で李光沫が見出した「民
族」のことである。自分を「健全な朝鮮人」ユ9
にしてくれた五山に感謝して李光沫は民族奉仕
活動に全力をそそいだが、やがて心身とも疲れ
果て、新しい学校経営者となった教会と対立し、
同時に自分自身をさらに飛躍させたいという欲
望にとらわれて、結局、五山を飛び出すことに
なった。東京に出てきたあとしばらくのあいだ、
李光沫は「朝鮮と婚姻」2eできなかったという
悪憶の念から抜け出せなかった。彼の「再起」
が始まるのは『無情』を執筆中であった19ユ7年
初めであり、「クリスマスの夜jが発表された
19161ii　3月には李光沫はまだ孤独のなかで将来
を模索していたと推測される。
　なお、1917年に始まった「再起」の原動力が
許英粛という女性だけではなく、キム・ヒョン
ジュ氏が主張したように言論活動というあらた
な形態の民族奉仕であったことに、筆者も同意
する。1916年秋から李光沫は『毎日申輪とい
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う新たな媒体を繰て、健康をかえりみないほど
のすさまじさで論説を発表していた。五山では
民族への奉仕者に徹することができなかった李
光株は、言論活動という形で民族への奉仕がで
きる可能性を見出していたのである。
　するどい質問によって刺激を与えてくれた金
榮敏教授とキム・ヒョンジュ氏に、この場を借
りて感謝の意を表する。
1　以下の論文である。
①「光沫の民族主義思想と進化論」、T朝鮮学報』
　第136輯1990年7月②「李光沫の自我一作品
　　を通して見た李光沫の第一次留学時代の世界観
　一」、匿朝鮮学欄第139輯・、1991年4月③「〈
　文学の価値〉について一李光沫の初期文学観一」、
　　ぎ大谷森繁博士還暦記念朝鮮文学論叢』、杉山書
　店、1992年3月④r獄中豪傑の世界一李光沫の
　　中学蒔代の読嘗歴と日本文学一」、　「朝鮮学報』
　第143輯、1992年4月⑤「ヒョンシクの意識と
　行動にあらわれた李光沫の人間認識一『無情」研
　　究（上）lr朝鮮学輔第148輯1993年7月⑥
　　「京城学校でおきたこと一r無情』の研究（申）」、
　　f朝鮮学報』第152輯、1994年7月⑦「上海報
　　告一4S光濠の上海一」、「北東アジア地域の諸問
　　題一県立薪潟女子短期大学国際教養学科　北東
　　アジア地域研究報告書』、1995年3月⑧「ヨン
　　チェ・ソニョン・三浪津一r無情」の研究（下）」
　　「朝鮮学i報』第157輯、1995年IO月。これらの論
　　文is200S年4Rに「撫情」研究一韓国啓蒙文学
　　の光と影」というタイトルで白帝社から刊行する
　　予定である。
2　平成ユ8－－20年度基盤珊究（B）課題名1「植民地
　　期朝鮮文学者の日本体験に関する総合的研究」、
　　代表：波田野節子
3　以下のような研究である。
　　①徐正子編『晶月羅惹錫全集』国学資料院（ソウ
　　助、2001②李相現編集校閲『羅惹錫全集』太
　　学観（ソウル｝、2000③李相現『人間として生
　　きたいiハンギル社（ソウル）、2000④布袋敏
　　博「f学之光選小考」「大谷森繁博士古希記念朝鮮
　　文学論叢1白帝社、2002
4　ζ學之光盛第IO号の♀司消息　参照
5　本稿注2の④書
6　r青春1第9号、第IO号、第11号
7『る｝｛｝苦」博文｛野：負自、工926
8　f『習書晋』自序」、　r李光沫全集』第ユ9巻、三
　　中堂、1963
9　三枝癖勝は「『無情』における類型的要素につい
　　て」（「朝鮮学報』第117輯、）において、「幼き友
　　へ」と「開拓者」は李光沫と許英粛との恋愛に直
　　接関係する作品であり、「幼き友へ」の執筆時期
　　は『無情』連載当時であると推定している。（22
　　頁）
10　李相瑳f人間として生きたい』p．129
　　金允植『改訂増補　李光沫とその時代1』ソル出
　　版社（ソウル）、1999、p．　626
11　「京城学校でおきたこと一『無情』の研究（中）j、
　　P．101
12　「少年の悲哀」はr青春』8号（1917年6月）、「彷
　　裡」は『青春』12号（1918年3月）、「昇光浩」は
　　『青春』13号（1918年4月）に掲載されたが、そ
　　れぞれの末尾に執筆完了日が明示されている。
ユ3　李光株との出会いを回想して、許英粛はこう語っ
　　ている。「世話をする入がなければ、あの人はか
　　ならずやまもなく死ぬであろうと思われました。
　　（中略〉この肺結核という病気は世間ではかなら
　　ず死ぬ病気だと思っていますが、そうではないの
　　ですe時期を逃さず、お金を惜しまず、医者の指
　　示通り規則的な治療を受けさえすれば、きっと治
　　る病気なのです。〈丁女性』第4巻第2号、1939．　2、
　　P．22＞
14　『學之光」12号、1917年4月
15　1936年12月～1937年5月『朝鮮日報』連載
16　『女性」第4巻第2号、1939．2、p．22
17　同上
18　「金鏡」、『李光沫全集1』三中堂、1962、p．541
19　同上、p．542
20　「彷復」、　『李光株全集ユ4』三中堂、1962、p．67
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，
李光滑…・罵慈錫・許英帯の留学時代
雑賠刊行状疵 李光滑…｛1892年生） 羅恕錫（1舶6年生） 許英粛（1島97年生）
1臼10 1’15『少隼』註年1堪
（明治4田年 1120『大韓興学報』9号「獄中i匿燥」（興9｝
2’20『大韓興学報』10号「今日我韓青年斗情育」（興10）
2’15『少年』3年2巻回祀罐柱（上）」（少3・2）
註’1δ『少年』呂年3・巻 r円辺鴇牲｛中）」（少）
3’20『大韓興学報』11号「文畢増価値Jr無情」（興11）
3月、明治学院普洒部を卒業
五山学校の教師として赴任
4’20『大偉興学報』12号「日本叩在魁我韓留学生芒臆動r5話情」（興12）
4／15『少年』3年4善
5’15『少年』註年5堪 f明趙様牲（下）」（少a・5）　　　・
5’20『大韓興学報』13号
6’15『少年』3年6巻r管」r今日我偉育年q境遇」（少3－6） 6月、甘魁女学校卒業
7115『少年』3年7巻
8’15『少年』3年8善「朝鮮λト壱剋青年号。1，11」r天才」r献身者」
「余q自覚魁人生」（少3・8）
8’29　日韓併合 9／1進明女学校入学
朝鮮曙メディアは『毎日申報』のみとなる
1911 進明女学校卒業（？｝
（明治‘4）年
1§13 諜城学校を卒業して来日
（明治45・ し、東京女子医学専門学
大正元）隼 校へ・
191a 2月、r碧号皇1姐苦」噺文館）
〔大正2）年 3’2B進明女学校卒麸　　　　　　一
4115　東京私立女子美術学桂入学
西洋画師普通科入学
工1月、大陸左生濃の旅に出る
191’S 4’2『学之光』創刊 4月、2年生に進級
〔大正帥年 （1，2号未詳）
崔承九と恋憂
呂月、朝鮮にもどる
10／1『背暮』創刊
11’1『青…葎』2号
，
12’1『冑鋼3号 r上海哨λ馴第一惜）ユ｛青8）
12’3．『学・之光』9号 τ理想的婦人」｛学3｝
父が結婚強要。輻…州で敵員生濡
1915 1’1『胃懸』4号 r上海翻λ1（第二信）」（青4）
〔大正4）年 2月『青…華』5号未詳
2’呈7『学之光』4号
言’1『青罪』6号 「血競」　　　「海毒雲…威01」　　gt己．｛　青｛3｝
このあと『脊畜』はく国是違反〉で停刊 4月．朝鮮女干留学生報睦会股立
｛京独か？）
5’2『学之光』5号幌蜘2喚和国の滅亡」（学の
昌月、東京へ二
7／23『学之光』6号
B月、長晃震根誕生
9月30目、早稲田大学高等予科文学科入学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
工1月、高等師範科1隼生に転入す
るが登校できず
」
12月10日、父が死亡
12月ま日、朝鮮学会殴立 年末．瓶承九が療養のため帰国
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」日1白 1伽『掌之光」7号（発㈲ 1125　朝鮮学会第】回会合で農村問題に開し？高興に行き雁承九に会う
伏正ゆ年 て亮豊屯
鋤雌監光』鋤班鯉 「挫」「クリスマスの晩戸鯉」（学光 『学之光』ε号に罷承九死亡記写
布袋翫発見 駐） 4月、女子萸高等郎範科1年生に
笹学
7月石日，商等予科を卒業
5／23『常之光佃号｛発辮
9’4『学之光』10暑
9月，早稲田大学大学陥文学科哲学科入学
9月から『毎目中柵にr却弔。網∬束京雑侶」
r文学ol屯伺皇」「早姑の悪習jr教育霞踏氏へ」
「盤」「朝且糠庭箪激蜘などを発表
1田7 1月～旧月、『無情皿連載
｛大正G）年 1月『学之光111号5r爲先鰍フ｝日ヱ然後。1人01壇己卜」r閲恨」 このころ享光熊と出会う
（学11｝
4’19『学之光』12号 「天才01、天才朔」「二　五一をふりかえoて4月、女子美の学制変皿で高等師 五道踏破旅行に出られる
1癌しい、へ（2／22執㈲」。tc．｛学12） 範科3無生に　　r雑感」（学12） か恩師に診断してもらう
5’16擶禰再刊7号 r71曇叫叫王皇｝スト」｛育7）
旅の途中倒れた李光漁を
6’16『趨酢』8号 6月，五道踏査に出る 心配する．
「少年21悲哀（191〒．Ho朝｝」　（脊8）．
6月～9月『毎日申報』に「五道踏破匠」
7月『女干界』創刊 7月，特待生として2年生に進級 r雑輯一K姉に与う」（学13）
7月『学之光』13号
「」
7’26『叡軸9号 「皇L鯉（第12｛巨D」（青9） 夏、京都に滞在Lて金繭英と交際
9’器謄糊lo号 「etsgtg211－zll（．m　3　｛s｝」（青10）
11’16『青判11丹「魍（第4信）」（育U）
10月17臥女子親睦会臨時総会：
子　　細t助 子　　躍1部一になる．同部 芋　　踊℃部
11月～8月『開拓者』迎載 員に許英粛、賛助として李光洗
12／20『学之光』14号 （『女子界』2号）
1曾1E 3’16『青糊12号 「彷穐（1917，1117）」（青12｝ 呂月、女子美卒叢
（大正7）年 3’ε2『女子界』2号 「卍孟1」｛女2）
3’25『学之光』15号 4月、帰国（金雨英は司怯試験準
4’16『」階渕13号 「勢光浩（1飢7，1，11）」｛青1a） 備のため般る｝母校で教鞭をとる
『学之光』16畳押収 「意志胎的巡化冒勧（学16｝ が9月に退職
日’16『青糊14号 7月、卒業
7月、早稲田大学3年生に進級 ε月、帰国
8’15『学之光』1〒号
9∫器『青稠15号 北京へ
『女手界』3号 9月、　「回生魁舎圖ロ財恥（女帥
10月、飾英衆と北京へ逃避行
11月、蝋国　19角、日本へ
19畑年 1月『学之光』18号（特
別号）
盟1『創遊』創刊 2月．2・g独立宜魯起草ののち上海に亡命 3月、三一運動に参加、5ヶ月狐中
1920年 搬日『学之光』19号 6月、金而英と繕婚 患英病院開院7
3月『女子界』4号
5月、『創造』6号に「ロ階」
7月、『創造』〒号に「H碧矧芽11」
！白21年 1月、『創造』9号に「文士舛修養」 2月、上海へ
4月、帰国
5月．許英粛と結嬬 5月、李光諜と結婚
学月、『開㎜』に「中枢階級斗社会」
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1「15　iaのとき灘報とい沖学校を卒紅て即嘲本にUt…、氏は騨専円轍まで戦した」（「際徽鯛1凱任」、　r三理』2．fi号，．1932）
とあるので・　9t算すると許英鮒1912年に来日したことになる．微の卒業は6報の191畔であるe　1912年1・好騨1こ入学した緬韓生
　榊戸美和・皿参照〕は岬脚1916靴鞍しているので当時廟年制だったようだ．あるいは許期購碓すぐに入学したのではなく、
しばらく日糊の勉強などをしてからzal」に入学したのかもしれない。なお，そのa；m．．kkは卒羅2輔の研醐朝間をへてから医師資髄瑞して
いる・許英粛は韓した年にrcsrsの医師賦験を受けて医醗許を取得しているので，　B＊F・9地と難半趾でiSEenva＃iの鰭が違っていたのか
　もしれない。
URU・http；11s・svsv，p・e£mi）’azaki・］g．jptcontentst。・gtchiikilseikatu／mi，・azakil。1価t。iO921092．html
t「大正三畢（月日不詳）ノ創刊二係ル月刊1　tr－vd’『学之光』ハ學友含｛本章簗二（ゴ参無｝ノ機開雑詰トシテ亮行セラレツツアリ岡誌ハ創刊以来断
続常ナク証六年朋二＋二日迄二号ヲnPt・V＝ト＋二号其燗劉顔布圭：・1処分＝付セラレタルモノ寵号伏正四年五月二醗行）．m七号伏
正五年一月二＋一暁行〉藻八号伏正五年三胚臥第九号（IC正五年五月二＋三日蹄）、第＋号（VC正五年九肥曄行｝ノ珊ナリシカ
斯クテハ轡ノ騰上自矯行を継続ス・レircハサ・・二到ラムコトヲ劇発行舷相允伸騨稲田大学生）・・蹴原文荊台安二妨害ア，ゆ婚禰
　ノ字句ハ努メテ之ヲ改窟把載スルコトトナシクルノ結果是近発行ノモノハ内容棺｝租健二趨キタルノ跡ナキニアラサレトモMva　s国癒回復等の意
　味アル文章ノ混番セルヲ認ムヘシ］　　　　　　　　　　　　　　　　15－19　　　 　　　　　朝鮮人概況第一」大正6年5月31目四べ群保届1田7年5月31日活版fiil　『特高警察関係資料
　集成　第32巻』荻野富士夫編　不二出版　2004。晃禁処分をうけた『学之光』のうち5号は穫刻本に収められている。
：三中堂全＃！の年ffFによる
4『学之光』10号消息柵
「J『学之光』11号は布袋敏博氏が発見したが、臭付ページがなく刊行月日不開。
5　『女看生』第4巻第2号、　1939，2
7朴宜爽、『朝鮮女性の知の回遊一植民地文化支配と束京留学』　山川出脹社、2005、p．14G
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